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1．大学等での障害学生支援の動向



日本の高等教育機関における障害学生

●日本学生支援機構調査（2014年５月1日現在）

・大学等1,185校のうち、833校（70.3%）に

障害学生*が在籍。

＊体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳及び療育手帳を有している学生又は健康診断等

において障害があることが明らかになった学生。

・障害学生総数は14,127人。

・全学生数（3,189,744人）に対する障害学生

在籍率0.44%。→年々増加。

「平成 26 年度（2014 年度）大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生の
修学支援に関する実態調査結果報告書」
（http://www.jasso.go.jp/tokubetsu_shien/documents/2014houkoku.pdfより転載）



紙の本では
読書困難な
学生がいる

紙の本では
読書困難な
学生がいる

「平成 26 年度（2014 年度）大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生の
修学支援に関する実態調査結果報告書」
（http://www.jasso.go.jp/tokubetsu_shien/documents/2014houkoku.pdfより転載）



・ 2012年12月：

文部科学省高等教育局「障がいのある学生の修学支

援に関する検討会報告（第一次まとめ）」

〈2014年1月：障害者権利条約批准〉

・ 2014年10月：

一般社団法人全国高等教育障害学生支援協議会

（AHEAD Japan）設立。

→ 2015年6月：

東京にて第１回大会開催。会員校52法人（国立27、

公立2、私立23、2015年6月19日現在）。

・ 2016年4月：

障害者差別解消法施行。

大学等障害学生支援に関する近年の動向



文科省「障がいのある学生の修学支援に関する
検討会報告（第一次まとめ）」

6 .国、大学等及び独立行政法人等の関係機関が取り組
むべき事項（2）中・長期的課題、4） 教材の確保

●視覚障害や読字障害のため文字が見えにくい、読み
にくい、肢体不自由のため書籍のページめくりや持ち運
びが難しいなどといった「印刷物障害」に含まれる障害の
ある学生は、教科書や副読本、各種資料といった様々な
教材の利用が困難である。また、聴覚障害のある学生は、
音声の聞き取りや理解が難しく、動画等の視聴覚教材の
利用が困難であり、大学等での学習機会への参加が難
しい現状がある。



文科省「障がいのある学生の修学支援に関する
検討会報告（第一次まとめ）」

6 .国、大学等及び独立行政法人等の関係機関が取り組
むべき事項（2）中・長期的課題、4） 教材の確保

【続き】

●これらの学生の学習機会への参加を保障するためには
障害に応じ必要な教材を確保することが重要であり、各大
学等の保有する点訳教材、字幕教材及びテキストデータ
化した教材等の様々な教材や支援技術製品の一覧を作
成し学内外で情報を共有することや、さらに、大学等間で
の共用や貸し借りを行う仕組みを検討することなど、利便
性を高めるための方策を検討することが望まれる。



6 .国、大学等及び独立行政法人等の関係機関が取り組
むべき事項（2）中・長期的課題、4） 教材の確保

【続き】

●また、電子化された教材は、学生本人にとって見やす
い体裁への変更・調整や支援技術製品（音声読み上げソ
フトウェア等）の活用が容易となることから、その充実のた
め、大学等や図書館、出版社との連携の促進について検
討することが望まれる。

文科省「障がいのある学生の修学支援に関する
検討会報告（第一次まとめ）」



2．プリント・ディスアビリティとは



●ジョージ・カーシャーによる造語（1988-89頃）。

●視覚障害、身体障害、知覚障害、発達障害、認知障害、
学習障害により、印刷物を効果的に読むことができない
人々。

●医学的定義ではなく、機能的な定義。

●情報化時代では情報へのアクセスは基本的人権。適切
に設計された情報システムが、全ての人々の情報へのア
クセスを可能にする。

（http://www.w3.org/2004/11/W3C10-speakers/brief_bio_v1.html）

“print disabled”
（プリント・ディスエイブルド）



●print disability：
「プリント・ディスアビリティ」「読書障害」「読書困難」「印刷
物障害」・・・

●a person with a print disability

persons with print disabilities

people with print disabilities：

「プリント・ディスアビリティのある人」

「読書障害者」、「読書困難者」・・・・

日本語では・・・



3．電子化による
「紙の本」へのアクセス



「アクセシビリティとは、年齢や身体障害の有無に
関係なく、誰でも必要とする情報に簡単にたどり
着け、利用できることをいいます。」

（厚生労働省 http://www.mhlw.go.jp/accessibility/）

・・・読書困難者は、紙の本に印刷された情報に
「アクセス」できない、あるいは「アクセス」が極め
て困難である。

書籍へのアクセシビリティ



点字図書

紙の本にいかにアクセスしてきたか
（視覚障害者の場合）

紙の本

録音図書

音訳音訳点訳点訳

作業者作業者

朗読朗読点字版
PCでの点字入力

ワープロ入力→自動点訳

点字版
PCでの点字入力

ワープロ入力→自動点訳



点字データ16万件以
上、音声デイジー
データ５万件以上。テ
キストデイジーも。

点字データ16万件以
上、音声デイジー
データ５万件以上。テ
キストデイジーも。

視覚障害者が利用してきた、
先進的な電子図書館。

視覚障害者が利用してきた、
先進的な電子図書館。

パソコン、携帯電話、
専用モバイル機器に
ダウンロードして点字、
音声で利用。

パソコン、携帯電話、
専用モバイル機器に
ダウンロードして点字、
音声で利用。



点字で読む

ITを活用した紙の本へのアクセス

紙の本

PC
スマートフォン
DAISYプレイヤー

PC
スマートフォン
DAISYプレイヤー

↓
スキャン

↓
画像データ

↓

OCRソフト
↓

テキストデータ 音声読み上げ
ソフト

合成音声で読む

自動点訳
ソフト

点字ディスプレイ
点字プリンタ

点字ディスプレイ
点字プリンタ

拡大
反転等
拡大
反転等

マルチ
メディア
マルチ
メディア

ワンソース・マルチユースワンソース・マルチユース



点字で読む

紙の本

PC
スマートフォン
DAISYプレイヤー

PC
スマートフォン
DAISYプレイヤー

作業者作業者

↓
スキャン

↓
画像データ

↓

OCRソフト
↓

テキストデータ 音声読み上げ
ソフト

合成音声で読む

自動点訳
ソフト

点字ディスプレイ
点字プリンタ

点字ディスプレイ
点字プリンタ

文字化け
の校正
文字化け
の校正

時間
費用

マンパワー

時間
費用

マンパワー

著作権の
壁

著作権の
壁

ITを活用した紙の本へのアクセス



4．著作権法改正による
権利制限の拡大



著作権法の改正

・ 2009年6月改正→2010年１月施行

・ 第37条 （視覚障害者等のための複製等）

第3項

「視覚障害者等」＊の「福祉に関する事業を行

う者で政令で定めるもの」は、「視覚著作物」を、

「視覚障害者等」が「利用するために必要な方式

により、複製し、又は自動公衆送信を行うことがで

きる。」

＊視覚障害、発達障害、色覚障害等で視覚による表現の認

識に障害がある者



「福祉に関する事業を行う者で政令で定めるもの」

著作権法施行令
第２条（視覚障害者等のための複製等が認められる者）
第１項 次に掲げる施設を設置して視覚障害者等のため

に情報を提供する事業を行う者
ロ 大学等の図書館及びこれに類する施設

＊「これに類する施設」には障害学生支援室にあたる
部署も含まれる。
←内閣府障害者政策委員会第25回（2015年8月31日）

における文化庁著作権課の答弁



著作権法第３７条第３項改正後の大きな変化

「視覚障害者等」が受益者である場合の著作物の複製・

自動公衆送信・譲渡について、大幅な（著作権者の）権利

制限が行われた。

１．国会図書館、公共図書館、私立図書館、小・中・高校

および大学の図書館が、著作権者に無許諾で複製し、

テキストデータ、録音図書、拡大図書等を作成（媒体

変換）できる。またそれらの複製物を譲渡できる。

２．データの自動公衆送信（アップロード／ダウンロー

ド）ができる。



著作権法第３７条第３項の意義と課題

１．視覚障害者等が求める形式での複製・媒体変換

を妨げる問題に権利制限によって対応。視覚障害者

等の読書を妨げる「社会的障壁」を一部除去。

２．視覚障害者等の利用者は印刷物の媒体変換の実施

（例：テキストデータへの変換）について、図書

館に「合理的配慮」を求めることができる。

３．出版社へのデータ提供の義務づけがない。

→ 紙の本からのデータ作成や校正にマンパワー、

時間、コストがかかる。

４．受益者が読書困難者の一部に限定されている。



著作権法３７条第３項に関連する動き

「図書館の障害者サービスにおける著作権法第37条第3項
に基づく著作物の複製等に関するガイドライン」

・2010年2月に、国公私立大学図書館協力委員会/ （社）全国
学校図書館協議会/ 全国公共図書館協議会/ 専門図書館協
議会/ （社）日本図書館協会が発表

・図書館団体と権利者団体が構成する「図書館における著作物
の利用に関する当事者協議会」（2004年5月設置）による策定作
業の成果。

・対象者を第37条の「視覚障害者等」よりも拡げ、図書館の判断
によって、その他の身体障害者・入院患者等にも提供可能とす
る。



5．立命館大学図書館での
テキストデータ提供サービス*

*松原洋子・植村要「図書資料のテキストデータ提供の課題— 立命館大学図書館の実践から」一般
社団法人全国高等教育障害学生支援協議会第1回大会（2015年6月20日）



サービスの概要

●2010年1月、改正著作権法施行。大学図書館が著作権者
に無許諾で視覚障害者等に資料の複製データ提供可能に。
●2010年7月、立命館大学図書館は障害学生支援室と連携
し、視覚障害等の学生・院生を対象にテキストデータ提供
サービスを開始。
●2011年1月から図書館単独のサービスに移行。
●2015年10月1日現在、292点蓄積（未校正を含む）。



サービス導入の背景

●2007年度、文科省グローバルCOEプログラムとして「生
存学」創成拠点採択。障害をもつ当事者の研究者養成を目
標のひとつに掲げる。
●視覚障害をもつ人文社会科学系院生による、研究用図
書資料のテキストデータ化への強い要望。
●視覚障害をもつ院生らが自ら「生存学」の一環として情報
保障研究プロジェクトを展開しつつ、大学内機関とも環境整
備の交渉を行う。



サービスの流れ

① 利用者登録① 利用者登録

② 利用リテラシー研修② 利用リテラシー研修

③ 申し込み③ 申し込み

④ データ提供④ データ提供



サービスの流れ

① 利用者登録① 利用者登録

サービス対象者
●サービスの利用を希望する視覚障害等のある正規の在
籍生（学部生・院生）。
●「図書館の障害者サービスにおける著作権法第37条第3
項に基づく著作物の複製等に関するガイドライン」（2010年2
月）に準拠。肢体不自由の学生も利用。
●2014年度より、視覚障害等のある教職員は作成済みデー
タに限り利用可能に。



サービスの流れ

② 利用リテラシー研修② 利用リテラシー研修

●登録後、サービスの利用に先立ち受講。
●OPAC、データベース検索、サピエ図書館等の検索を音声
ソフト等によって自分で利用できるようにする。
●図書館やテキストデータサービスの利用ルールを理解。
●利用者は音声ソフト等で電子メールを自分で使えることが
前提。



サービスの流れ
③ 申し込み③ 申し込み

●図書館資料やILLで取り寄せた資料のテキストデータ提供
を、所定の書式によりメールで申し込む。



サービスの流れ

④ データ提供④ データ提供

●当初は１件毎にCD-ROMに格納して貸出（100日間）。
●2015年5月より授業支援システム（コースツール）の

manaba+Rから各自ダウンロードして利用可能。
(1) ウェブブラウザからmanaba+Rにログイン。
(2) 「図書資料のデータ提供」＊というコースを選択。
＊登録・利用リテラシー研修受講・著作権を遵守する旨の
誓約書を提出した者のみ表示。

(3) 他の利用者が複製を依頼したタイトルも含めて
全ての作成済みデータが表示される。ダウンロー
ドして利用。



テキストデータの作成

●図書館の障害学生支援担当職員2名が従事。
メールによる申込み受け付け
→サピエや学内に利用可能なデータがないか確認
→利用者名での申込み図書資料の借り出し
→図書資料のコピー
→コピーのスキャン
→OCRの誤認識の原因になるページ番号等を削除
→テキストデータに変換（→未校正で提供）
●校正済みデータの作成
図書館のテキストデータ化マニュアルに従い校正を
２回行う。
→音声ソフトで読み上げない語句等の校正。

（例：「3／4」→「4分の３」）



http://www.ritsumei.ac.jp/library/



http://www.ritsumei.ac.jp/library/shogaiservice/



http://www.ritsumei.ac.jp/library/shogaiservice/



http://www.ritsumei.ac.jp/file.jsp?id=94602



校正なし

試し読み用
（概要を知る）

・短期間で入手可
（基本1週間）

校正あり

精読用
（正確な理解・引用）
・入手に時間がかかる

（基本１ヵ月）

http://www.ritsumei.ac.jp/file.jsp?id=94602



テキストデータ提供の課題

１．テキストデータ提供の迅速化

・OCR技術の精度向上

・テキストデータ作成システムの整備

・マンパワーの確保

・出版社へのデータ提供促進（義務づけ）

２．作成済みデータの共有

・国会図書館「視覚障害者等用データの数周

および送信サービス」などの配信システム

の活用

・障害学生支援室との連携


